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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

軽度認知機能障害（MCI）から AD に進行した（コンバート）群、および正常状態へ

移行した（リバート）群の割合と関連要因を検討する。対象は MCI と診断した 74 名

とした。これらを１年後に以下の 3 群に分類した。MMSE20-26 点、CDR0.5 または 1、

probable ADに該当するものをコンバート群、変化がないものを維持群、MMSE24-30、

CDR 0、MCI でも認知症でもない場合をリバート群とした。関連要因として、年齢、

性別、教育歴、MMSE、血管性リスクファクター、白質病変（PVH および DWMH）、

海馬傍回の萎縮を 3 群間で比較検討した。コンバート群 39.2％、MCI 維持群 52.7%、

リバート群 8.1％であった。3 群間で有意差を認めたのは、教育歴、MMSE 得点、PVH

および DWMH であった。VSRAD の Z スコアは有意な増加傾向を認めた（リバート群

＜維持群＜コンバート群）。コンバート群は教育歴が短く、MMSE 得点が低値、白質病

変は重度、VSRAD の Z スコアが高値であった。一方、高学歴、白質病変なし、VSRAD

の Z スコアが低値の場合はリバートを予測できる可能性が示唆された。 
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